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は
じ
め
に

　

複
数
の
紛
争
主
体
間
で
関
連
性
の
あ
る
複
数
の
権
利
義
務
が
争
い
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
当
事
者
は
共
同
訴
訟
に
よ
り
、
一
つ
の

手
続
で
複
数
の
請
求
に
つ
い
て
裁
判
所
に
審
判
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
別
の
訴
訟
に
よ
る
よ
り
も
、
共
同
訴
訟
に
よ
っ
た
方
が
、

審
理
の
重
複
を
避
け
、
手
続
の
時
間
・
労
力
・
費
用
等
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
矛
盾
し
た
判
断
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
共
同
訴
訟
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
民
訴
法
三
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
要
件
の
ほ
か
、
各
請
求
に
つ
い
て
同
種
の
手
続
に

よ
る
審
判
が
可
能
で
あ
る
こ
と
（
民
訴
法
一
三
六
条
）、
各
請
求
に
つ
い
て
受
訴
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
各
請
求
に
つ
い
て
管
轄
裁
判
所
が
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
共
同
訴
訟
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
関
連
す
る
請

求
に
つ
い
て
併
合
審
判
を
求
め
、
手
続
上
の
利
点
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
請
求
に
つ
い
て
受
訴
裁
判
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所
が
管
轄
権
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
管
轄
権
の
な
い
他
の
請
求
に
つ
い
て
も
、
当
該
裁
判
所
に
管
轄
権
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ

の
併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
つ
い
て
規
定
す
る
の
が
民
訴
法
七
条
で
あ
る
。

　

民
訴
法
七
条
は
、
訴
え
の
客
観
的
併
合
の
場
合
と
、
主
観
的
併
合
の
場
合
の
両
方
に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
主
観
的
併
合
の
場
合
に

は
、
民
訴
法
三
八
条
前
段
に
定
め
る
場
合
に
限
ら
れ
る
（
民
訴
法
七
条
但
書
）。
主
観
的
併
合
の
場
合
に
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
無
限
定

に
認
め
る
と
、
被
告
に
対
し
て
、
自
己
に
対
す
る
請
求
と
の
関
係
で
は
本
来
管
轄
権
の
な
い
裁
判
所
で
の
応
訴
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う

重
大
な
不
利
益
を
課
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
平
成
八
年
の
改
正
前
に
は
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認
め
る
範
囲
に
つ
い
て
明
文

で
の
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
切
な
範
囲
に
つ
い
て
解
釈
が
分
か
れ
て
い
た
。
民
訴
法
七
条
は
、
改
正
当
時
の
多
数
説
お

よ
び
判
例
の
解
釈
を
採
用
し
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
め
ぐ
る
争
い
を
立
法
的
に
解
決
し
た
も
の
で
あ
る

（
１
）。

　

そ
れ
で
は
、
現
行
法
に
お
い
て
は
、
民
訴
法
三
八
条
後
段
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
も
は
や
併
合
請
求
の
裁
判
籍
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
民
訴
法
七
条
但
書
に
よ
っ
て
民
訴
法
三
八
条
後
段
の
主
観
的
併
合
が
排
除
さ
れ
た
理
由
が
、
も
っ

ぱ
ら
被
告
の
応
訴
上
の
不
利
益
の
回
避
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
に
応
訴
上
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
場
合
に
は
、
民
訴
法
三
八
条
後

段
の
場
合
で
あ
っ
て
も
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
否
定
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
応
訴
上
の
不
利
益
の
な
い
被
告
に

と
っ
て
は
、
原
告
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し
た
訴
訟
に
別
個
に
応
訴
す
る
よ
り
も
、
一
つ
の
手
続
で
ま
と
め
て
応
訴
で
き
た
方
が
訴
訟

手
続
に
か
か
る
負
担
が
少
な
く
利
益
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
と
判
例
の
状
況
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
、
現
行
法
に
お
い
て
、

民
訴
法
三
八
条
後
段
に
該
当
す
る
共
同
訴
訟
で
も
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
の
有
無
お
よ
び
そ
の
具
体
的
な
場
合
に

つ
い
て
考
察
す
る

（
２
）。
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二　

従
来
の
学
説
・
判
例
の
状
況

㈠　

客
観
的
併
合
に
お
け
る
裁
判
籍

　

客
観
的
併
合
の
場
合
に
は
、
本
条
に
よ
る
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
原
告
の
便
宜
、

訴
訟
経
済
、
被
告
の
不
利
益
の
不
存
在
の
三
点
に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
が
一
つ
の
手
続
で
複
数
の
請
求
に
つ
い
て
審
判
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、原
告
は
同
一
被
告
に
対
す
る
紛
争
を
一
つ
の
手
続
で
全
面
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
て
好
都
合
で
あ
る
。

ま
た
、
裁
判
所
に
と
っ
て
も
単
一
手
続
で
複
数
の
請
求
を
処
理
で
き
る
の
で
効
率
的
で
あ
り
、
統
一
的
な
裁
判
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
他
方
で
被
告
と
し
て
も
、
一
つ
の
請
求
に
つ
い
て
受
訴
裁
判
所
に
管
轄
が
あ
る
以
上
は
そ
の
裁
判
所
で
攻
撃
防
御
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
併
合
審
理
さ
れ
る
他
の
請
求
に
つ
い
て
当
該
裁
判
所
に
管
轄
を
認
め
て
も
特
に
不
利
益
に
は
な
ら
な
い
。
逆
に
被
告
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
請
求
が
別
個
の
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
個
別
に
応
訴
す
る
よ
り
も
、
一
つ
の
裁
判
所
で
訴

訟
追
行
で
き
る
方
が
便
宜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
管
轄
の
規
定
は
、
被
告
は
自
己
の
生
活
拠
点
ま
た
は
請
求
と
密
接
に
関
係
の
あ
る

地
の
裁
判
所
以
外
で
は
応
訴
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
被
告
の
利
益
保
護
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
が
、
客
観
的
併
合
の

場
合
に
本
条
を
適
用
し
て
も
こ
の
被
告
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
客
観
的
併
合
の
場
合
に
本
条
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
は
従
来
よ
り
異
論
が
な
い
。

㈡　

主
観
的
併
合
に
お
け
る
裁
判
籍

　

大
正
一
五
年
の
改
正
法
（
以
下
、「
旧
民
訴
法
」
と
い
う
）
二
一
条
は
「
一
ノ
訴
ヲ
以
テ
数
個
ノ
請
求
ヲ
為
ス
場
合
ニ
於
テ
ハ
第
一
条

乃
至
前
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
一
ノ
請
求
ニ
付
管
轄
権
ヲ
有
ス
ル
裁
判
所
ニ
其
ノ
訴
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
み
規
定
し
、
民
訴
法
七
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条
但
書
に
該
当
す
る
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
と
の
関
係
で
、
訴
え
の
主
観
的
併
合
の
場
合
に
も

併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
学
説
・
判
例
と
も
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
た

（
３
）。

　

す
べ
て
の
主
観
的
併
合
の
場
合
に
旧
民
訴
法
二
一
条
が
無
条
件
に
適
用
さ
れ
る
と
す
る
積
極
説
は
、
文
言
上
主
観
的
併
合
の
場
合
を

排
除
・
制
限
す
る
よ
う
な
限
定
が
な
く
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
移
送
（
旧
民
訴
法
三
一
条
、
民
訴

法
一
七
条
）
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
適
切
な
対
処
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
共
同
訴
訟
に
お
い
て
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
否

定
す
る
と
、
共
通
の
裁
判
籍
が
な
い
場
合
の
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
提
起
や
、
連
帯
債
務
者
を
共
同
被
告
と
す
る
共
同
訴
訟
の
提
起

が
困
難
に
な
る
と
す
る

（
４
）。

　

他
方
で
、
訴
え
の
主
観
的
併
合
に
お
け
る
旧
民
訴
法
二
一
条
の
適
用
を
否
定
す
る
消
極
説
は
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
の
保
護
を
重
視

す
る
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
併
合
に
よ
っ
て
、
自
己
の
生
活
ま
た
は
自
己
に
対
す
る
請
求
と
関
係
の
な
い
土
地
に
お
い
て
攻
撃
防
御
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
被
告
の
不
便
、
不
利
益
は
大
き
く
、
当
事
者
の
便
宜
と
公
平
と
を
旨
と
す
る
裁
判
籍
の
精
神
に
反
す
る
と
す
る
。
ま

た
、
積
極
説
が
主
張
す
る
移
送
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
み
ず
か
ら
移
送
の
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
移
送
は
裁

判
所
の
裁
量
に
よ
る
も
の
な
の
で
必
ず
移
送
が
認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
、
共
通
の
裁
判
籍
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
け
る
固

有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
け
る
提
訴
の
困
難
に
つ
い
て
は
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
は
数
人
が
一
体
と
な
っ
て
当
事
者
適
格
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
理
論
上
請
求
は
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
仮
に
請
求
が
数
個
あ
る
と
し
て
も
指
定
管
轄
（
旧
民
訴
法
二

四
条
）
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

（
５
）。

　

積
極
説
、
消
極
説
に
対
し
て
、
共
同
訴
訟
に
お
け
る
請
求
相
互
間
の
関
連
性
に
着
目
し
て
、
旧
民
訴
法
二
一
条
が
適
用
さ
れ
る
べ
き

共
同
訴
訟
の
範
囲
を
規
律
し
よ
う
と
す
る
の
が
折
衷
説
で
あ
る

（
６
）。

す
な
わ
ち
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
に
つ
い
て
否
定
説
が
問
題
と
す
る

状
況
が
生
じ
る
の
は
旧
民
訴
法
五
九
条
（
民
訴
三
八
条
、
以
下
同
じ
）
後
段
の
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
請
求
間
に

牽
連
性
が
認
め
ら
れ
る
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の
場
合
に
は
旧
民
訴
法
二
一
条
の
適
用
を
認
め
、
後
段
の
場
合
に
は
こ
れ
を
認
め
な
い
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と
す
る
。
肯
定
説
、
否
定
説
が
条
文
の
形
式
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
折
衷
説
は
、
肯
定
説
を
と
っ
た
場
合
に
生
じ
る

被
告
の
不
利
益
と
、
否
定
説
を
と
っ
た
場
合
の
原
告
の
不
利
益
を
調
整
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
折
衷
説
が
大
方
の
賛
成

を
得
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
旧
民
訴
法
二
一
条
の
適
用
範
囲
を
制
限
す
る
た
め
に
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
基
準
が
は
た
し
て
適
切
な

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
折
衷
説
の
内
部
に
お
い
て
も
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
旧
民
訴
法
五
九

条
前
段
・
後
段
と
い
う
区
別
が
必
ず
し
も
明
確
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
主
債
務
者
と
保
証
人
は
実
体
法
上
は
強
い
牽
連
関

係
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
に
あ
た
る
と
す
る
か
、
後
段
に
あ
た
る
と
す
る
か
は
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る

（
７
）。
同
一
手

形
の
振
出
人
と
裏
書
人
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

（
８
）。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
土
地
管
轄
の
規
制
は
一
般
的
に
緩
や
か
で
、
原
告

に
よ
る
管
轄
選
択
の
幅
が
広
い
こ
と
か
ら
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の
典
型
的
な
場
合
で
も
、
常
に
旧
民
訴
法
二
一
条
の
適
用
あ
り
と

し
て
よ
い
か
は
疑
問
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
っ
た

（
９
）。

そ
こ
で
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
区
別
に
加
え
て
、
訴
訟
資
料
の

共
通
性
や
裁
判
統
一
の
必
要
性
、
共
同
被
告
が
共
通
し
て
法
律
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
主
要
事
実
の
存
否
な
ど
を
考
慮
し
て
、
具
体

的
弾
力
的
に
当
事
者
双
方
の
利
害
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
方
向
が
提
示
さ
れ
て
い
た）

10
（

。
基
本
的
に
は
折
衷
説
に
立
ち
つ
つ
、
そ
の
基
準
と

し
て
請
求
相
互
間
の
実
質
的
な
関
連
性
を
重
視
す
る
見
解
で
あ
る
。

　

ま
た
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
の
区
別
の
み
に
依
拠
し
て
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認
め
る
と
、
事
件
相
互
に
密
接
な
牽
連
関
係

が
あ
る
限
り
、
牽
連
関
係
の
発
生
原
因
と
無
関
係
な
被
告
の
一
人
の
住
所
地
等
を
管
轄
す
る
裁
判
所
に
他
の
被
告
に
対
す
る
訴
え
を
併

合
提
起
し
う
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
併
合
提
起
さ
れ
た
被
告
の
管
轄
の
利
益
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
う
え
で
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の
牽
連
性
あ
る
者
の
一
人
に
つ
い
て
事
件
と
の
関
係
で
管
轄
権
を
生
じ
る
裁
判
所
に
、
他

の
被
告
に
対
す
る
訴
え
を
併
合
提
起
す
る
こ
と
を
認
め
、
右
の
被
告
の
一
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
に
、
牽
連
関
係
に
あ
る
他

の
被
告
に
対
す
る
訴
え
を
併
合
提
起
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
見
解
も
提
唱
さ
れ
て
い
た）

11
（

。
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㈢　

判
例
の
状
況

　

旧
民
訴
法
以
前
に
は
併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
関
す
る
一
般
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
判
例
で
は
、
共
同
訴
訟
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
各
被
告
が
土
地
管
轄
を
異
に
し
て
も
、
数
人
の
被
告
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
、
他
の
共
同
被

告
と
の
関
係
で
も
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た）

12
（

。
し
か
し
こ
の
判
例
の
態
度
は
変
更
さ
れ
、
共
同
訴
訟
に
お
け

る
土
地
管
轄
は
、
各
被
告
に
つ
い
て
、
受
訴
裁
判
所
が
普
通
裁
判
籍
ま
た
は
特
別
裁
判
籍
に
基
づ
く
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
必
要
的
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
権
利
保
護
の
途
を
閉
ざ
さ
ぬ
よ
う
、
例
外
的
に
各
共
同
被
告
に
つ
き
裁
判
籍
の
所

在
地
を
管
轄
区
域
内
に
有
す
る
各
裁
判
所
に
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
、
原
告
は
そ
の
う
ち
一
つ
の
裁
判
所
を
選
択
し
て
共
同
訴
訟
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た）

13
（

。

　

大
正
一
五
年
改
正
の
後
に
は
、
旧
民
訴
法
二
一
条
を
積
極
的
に
解
し
て
、
同
条
は
訴
え
の
主
観
的
併
合
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
た
上

で
、
共
同
訴
訟
人
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
に
併
合
提
起
を
認
め
た
も
の）

14
（

と
、
同
条
を
消
極
に
解
し
て
主
観
的

併
合
へ
の
同
条
の
適
用
を
否
定
し
た
も
の）

15
（

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
大
審
院）

16
（

は
、
共
同
被
告
に
対
し
て
別
個
の
手
形
債
権
を
主
張
し
た
事

案
で
、
訴
え
の
主
観
的
併
合
の
場
合
に
は
、
連
帯
も
し
く
は
保
証
債
務
関
係
や
同
一
手
形
上
の
債
務
関
係
に
あ
る
者
を
共
同
被
告
と
す

る
よ
う
な
場
合
に
は
旧
民
訴
法
二
一
条
が
適
用
さ
れ
る
が
、共
同
被
告
間
に
牽
連
関
係
の
な
い
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
示
し
て
、

折
衷
説
に
立
つ
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
大
審
院
決
定
以
後
、
多
く
の
下
級
審
裁
判
例
が
折
衷
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
裁
判
例
の
多
く
が
、
旧
民
訴

法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
区
別
に
基
づ
い
て
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る）

17
（

。
し
か
し
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
裁

判
例
が
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
基
準
の
み
に
依
拠
し
て
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
大
阪
地
決
昭
和
三
九
年
一
〇
月
五
日
判
時
三
九
四
号
七
五
頁
は
、
一
人
の
売
主
が
複
数
の
買
主
に
同
種
の
商
品
を
同
様

の
条
件
で
売
り
渡
し
た
こ
と
に
よ
り
同
種
の
債
権
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
売
主
が
買
主
の
一
人
に
つ
き
管
轄
権
を
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有
す
る
裁
判
所
に
買
主
全
員
を
共
同
被
告
と
し
て
支
払
請
求
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
各
訴
訟
間
に
共
通
の
証

拠
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
か
つ
共
同
被
告
ら
が
当
該
裁
判
所
で
の
審
理
を
希
望
し
、
そ
れ
が
原
告
の
不
利
益
と
な
ら
ず
、

か
え
っ
て
訴
訟
経
済
や
訴
訟
促
進
に
寄
与
す
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
共
同
訴
訟
の
全
部
に
つ
い
て
一
つ
の
管
轄
裁
判
所
が

旧
民
訴
法
二
一
条
に
よ
る
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
示
し
た
。
ま
た
、
東
京
高
決
昭
和
四
一
年
二
月
一
日
下
民
集
一
七
巻
一
・
二
号
五
九

頁
）
18
（

は
、
同
一
手
形
の
振
出
人
と
裏
書
人
が
共
同
被
告
と
さ
れ
た
事
案
で
、
手
形
の
振
出
人
と
裏
書
人
と
の
関
係
は
形
式
的
に
は
旧
民
訴

法
五
九
条
前
段
に
は
該
当
し
な
い
が
、
両
者
は
所
持
人
に
対
し
て
合
同
し
て
責
任
を
負
い
実
質
上
連
帯
債
務
者
の
関
係
に
あ
る
場
合
が

多
く
、
か
つ
同
一
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
す
べ
き
訴
訟
経
済
上
の
実
益
も
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の
場

合
に
準
じ
る
と
し
て
、
旧
民
訴
法
二
一
条
の
適
用
を
認
め
た
。
大
阪
高
決
昭
和
五
六
年
九
月
二
一
日
判
タ
四
七
七
号
一
〇
九
頁）

19
（

も
、
旧

民
訴
法
二
一
条
が
適
用
さ
れ
る
の
は
共
同
被
告
に
対
す
る
両
請
求
の
間
に
併
合
審
理
を
相
当
と
す
る
実
質
的
関
連
性
が
あ
る
場
合
で
あ

る
と
し
た
う
え
で
、
両
請
求
が
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
に
該
当
す
る
場
合
に
は
一
応
実
質
的
関
連
性
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
該

当
し
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
に
該
当
す
る
事
例
以
上
に
密
接
な
実
質
的
関
連
性
を
認
め
う
る
事
例
が
あ
り
、
実
質
的
関
連
性
が
肯
定
さ

れ
る
場
合
を
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の
場
合
に
限
定
す
る
の
は
相
当
で
な
い
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
折
衷
説
の
中
で
も
請
求
相
互
間
の
実
質
的
な
関
連
性
を
重
視
す
る
考
え
方
と
同
じ
方
向
に
あ
る
も
の
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
は
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、
訴
訟
資
料
の
共
通
や
訴
訟
経
済
、
訴
訟
促
進
と
い
っ

た
手
続
上
の
利
点
、
原
告
被
告
間
の
実
質
的
な
関
係
を
考
慮
し
て
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
旧

民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
の
区
別
は
、
請
求
相
互
間
の
実
質
的
な
関
連
性
を
判
断
す
る
た
め
の
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な
要
素
と
し

て
機
能
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
判
断
す
る
際
に
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
は
異
な
る
基
準
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
名
古
屋
地
決

昭
和
五
五
年
一
〇
月
一
八
日
判
時
一
〇
一
六
号
八
七
頁）

20
（

は
、
同
一
手
形
の
振
出
人
と
裏
書
人
を
共
同
被
告
と
す
る
共
同
訴
訟
に
お
い
て
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は
、
当
該
被
告
に
と
っ
て
裏
書
前
者
（
振
出
人
、
引
受
人
を
含
む
）
と
自
己
の
被
裏
書
人
等
に
限
っ
て
民
訴
法
二
一
条
に
よ
る
関
連
裁

判
籍
が
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
当
該
被
告
に
と
っ
て
、
手
形
の
記
載
に
よ
り
、
そ
の
署
名
当
時
に
共
同

被
告
と
な
る
可
能
性
と
そ
の
者
ら
の
普
通
裁
判
籍
を
明
確
に
把
握
し
う
る
者
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
者
に
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認

め
て
も
被
告
に
対
し
て
不
当
な
不
利
益
を
課
す
こ
と
に
な
ら
ず
、
両
当
事
者
の
公
平
に
か
な
う
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
共
同
被
告
と
な
り
得
る
も
の
を
予
め
知
り
う
る
か
否
か
が
判
断
基
準
と
さ
れ
て
お
り
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
の
区
別
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
判
断
基
準
が
提
示
さ
れ
た
背
景
に
は
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
区
別
の
不
明
確
さ
が

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
一
手
形
の
振
出
人
と
裏
書
人
の
関
係
は
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
の
ど
ち
ら
に
該
当
す

る
か
見
解
が
錯
綜
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
訴
訟
の
目
的
た
る
権
利
義
務
の
関
係
か
ら
で
は
な
く
、
後
に
訴
訟
追
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

地
を
予
期
し
う
る
か
否
か
と
い
っ
た
い
わ
ば
手
続
上
の
観
点
か
ら
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
範
囲
を
模
索
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る）

21
（

。

　

旧
民
訴
法
五
九
条
後
段
の
場
合
に
も
旧
民
訴
法
二
一
条
が
適
用
さ
れ
る
と
正
面
か
ら
判
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
金
沢
地
輪
島
支
決
昭

和
四
七
年
二
月
一
四
日
判
時
六
六
四
号
七
七
頁
は
、
複
数
の
共
同
被
告
に
対
し
て
所
有
権
確
認
、
所
有
権
登
記
抹
消
、
土
地
上
の
建
物

収
去
を
求
め
る
事
例
で
、
旧
民
訴
法
二
一
条
に
は
特
に
制
限
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
解
釈
上
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の

共
同
訴
訟
に
限
る
と
す
べ
き
根
拠
に
乏
し
く
、
旧
民
訴
法
五
九
条
後
段
の
場
合
に
も
適
用
を
認
め
る
べ
き
だ
と
し
た）

22
（

。
積
極
説
の
立
場

に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
例
の
多
く
が
請
求
相
互
間
の
関
連
性
を
重
視
し
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認
め
る
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
判
例
は
基
本
的
に
折
衷
説
の
立
場
を
維
持
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
基
準
と
し

て
、
常
に
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う

区
別
に
加
え
て
他
の
要
素
を
考
慮
し
て
請
求
相
互
間
の
関
連
性
を
判
断
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
こ
の
区
別
に
よ
ら
ず
に
別
の
判
断
基
準
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を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
と
い
う
区
別
以
外
の
要
素
を

考
慮
す
る
必
要
性
は
、
裁
判
例
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

㈣　

平
成
八
年
の
改
正
作
業
に
お
け
る
議
論

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
八
年
の
改
正
作
業
に
お
い
て
は
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
よ
っ
て
の
み
管
轄
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
被
告
が
不
当
に
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
要
件
を
明
確
化
す
べ
く
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。
平
成
三
年
の

「
民
事
訴
訟
手
続
に
関
す
る
検
討
事
項
」
に
お
い
て
は
、
⑴
折
衷
説
に
立
脚
し
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
の
場
合
に
限
っ
て
併
合
請
求

の
裁
判
籍
を
認
め
る
案
と
、
⑵
積
極
説
に
基
づ
い
て
、
旧
民
訴
法
五
九
条
後
段
の
場
合
に
も
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
に
よ
り
被
告
の
管
轄
の
利
益
が
不
当
に
剥
奪
さ
れ
る
と
き
に
は
、
通
常
の
裁
量
移
送
（
旧
民
訴
法
三
一
条
）
よ
り
も
ゆ
る
や
か
な

要
件
で
移
送
を
認
め
る
案
が
提
示
さ
れ
た
。
議
論
の
過
程
で
は
、
⑴
案
に
つ
い
て
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
と
後
段
の
区
別
が
困
難
で
あ

る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
よ
り
明
確
な
要
件
を
見
い
だ
す
こ
と
が
難
し
く
、
他
方
で
、
⑵
案
で
は
主
観
的
併
合
の

い
か
な
る
場
合
に
併
合
請
求
の
裁
判
籍
あ
る
裁
判
所
で
審
理
さ
れ
る
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
適
切
な
移
送
の
要
件
を
見
い
だ
す

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
⑴
案
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

23
（

。

三　

民
訴
法
七
条
の
解
釈
に
つ
い
て

㈠　

民
訴
法
七
条
と
民
訴
法
三
八
条
の
解
釈
に
つ
い
て

　

民
訴
法
七
条
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
は
、
民
訴
法
七
条
が
民
訴
法
三
八
条
前
段
・
後
段
に
よ
っ
て
そ
の
適
用
範
囲
を
画
し
た
こ
と

か
ら
、
民
訴
法
三
八
条
後
段
に
該
当
す
る
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
、
後
段
で
あ
る
け
れ
ど
も
実
質
的
関
係
が
あ
る
か
ら
な
お
民
訴
法
七
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条
の
適
用
が
あ
る
と
い
う
議
論
は
で
き
な
く
な
る
と
の
考
え
方
が
あ
る）

24
（

。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
民
訴
法
三
八
条
前
段
が
ど
こ
ま
で

の
事
案
を
想
定
し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
、
民
訴
法
七
条
の
適
用
範
囲
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
民
訴
法
三
八
条
は
、
旧
民
訴
法

五
九
条
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
現
代
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
の
で）

25
（

、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
は
旧
民
訴
法
五
九
条
の
議
論
が
前
提
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
る
と
の
指
摘
が
、
民
訴
法
三
八
条
に
お
い
て
も
当

て
は
ま
る
こ
と
に
な
り
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
基
準
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
民
訴
法
七

条
の
適
用
範
囲
は
旧
民
訴
法
二
一
条
の
と
き
よ
り
も
狭
く
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
適
用
範
囲
の
制
限
は
改
正
の
趣
旨
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

民
訴
法
三
八
条
の
前
段
・
後
段
を
区
別
す
る
実
益
は
民
訴
法
七
条
と
の
関
係
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
併
合
審
判
が
望
ま
し
い
事
件
は

広
く
民
訴
法
三
八
条
前
段
に
該
当
し
、
そ
れ
以
外
を
後
段
に
該
当
す
る
と
い
う
解
釈
も
考
え
ら
れ
る）

26
（

。
旧
民
訴
法
五
九
条
の
解
釈
と
民

訴
法
三
八
条
の
解
釈
を
区
別
し
て
、
民
訴
法
三
八
条
前
段
に
該
当
す
る
事
案
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
有

無
を
判
断
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る）

27
（

。

　

こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
併
合
審
判
の
必
要
性
が
三
八
条
前
段
の
要
件
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
必
要
性
の
判
断
に
際
し
て
、

考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
請
求
相
互
間
の
関
連
性
、
判
断
の
抵
触
の
回
避
、
訴

訟
経
済
へ
の
寄
与
、
原
告
の
提
訴
の
便
宜
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
の
保
護
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
有
無
に
お
い

て
考
慮
さ
れ
て
き
た
諸
要
素
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
併
合
審
判
の
必
要
性
の
問
題
に
裁
判
籍
の
問
題
が
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

で
は
、
民
訴
法
三
八
条
前
段
に
該
当
す
る
事
案
で
あ
る
か
ら
民
訴
法
七
条
に
よ
り
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
な
の
に
、

民
訴
法
三
八
条
前
段
の
該
当
性
を
判
断
す
る
た
め
に
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
土
地
管
轄

の
問
題
を
民
訴
法
三
八
条
の
解
釈
に
含
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
の
か
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
の
目
的
た
る
権

利
義
務
の
性
質
を
も
と
に
共
同
訴
訟
の
要
件
を
定
め
る
民
訴
法
三
八
条
の
解
釈
に
、
判
断
の
抵
触
の
回
避
、
訴
訟
経
済
へ
の
寄
与
、
提
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訴
に
お
け
る
原
告
被
告
間
の
公
平
と
い
っ
た
手
続
的
な
要
素
を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
併
合
審
判
の
必
要
性
の
解

釈
に
よ
っ
て
は
、
共
同
被
告
に
対
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
権
利
は
同
種
で
事
実
上
お
よ
び
法
律
上
の
原
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
民

訴
法
三
八
条
前
段
に
該
当
す
る
と
説
明
す
る
場
合
も
生
じ
う
る
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
民
訴
法
三
八
条
の
文
言
か
ら
乖
離
し
て
し
ま

う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
請
求
相
互
間
の
関
連
性
、
判
断
の
抵
触
の
回
避
、
訴
訟
経
済
へ
の
寄
与
と
い
っ
た
要
素
は
、
実
は
併
合
請
求
の
裁

判
籍
の
有
無
で
は
な
く
、
併
合
審
判
の
必
要
性
に
関
し
て
考
慮
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

理
解
に
立
つ
と
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
民
訴
法
三
八
条
の
解
釈
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
合
理
性
が
生
じ
る
。
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認

め
る
に
あ
た
っ
て
請
求
相
互
間
の
関
連
性
が
要
求
さ
れ
た
の
は
、
自
己
の
生
活
拠
点
や
請
求
と
無
関
係
な
地
の
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
な

い
と
い
う
被
告
の
管
轄
の
利
益
が
不
当
に
剥
奪
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
被
告
と
請
求
と
の
関
連
性
を
判
断
す
る
指

標
と
な
っ
た
の
が
、
旧
民
訴
法
五
九
条
前
段
・
後
段
の
区
別
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
裁
判
例
に
お
い
て
は
こ
の
指
標
を
も
と
に
、

事
案
に
よ
っ
て
は
判
断
の
抵
触
の
回
避
、
訴
訟
資
料
・
証
拠
資
料
の
共
通
、
日
時
費
用
の
節
約
と
い
っ
た
諸
要
素
を
考
慮
し
て
弾
力
的

に
、
併
合
審
判
の
必
要
性
の
有
無
を
判
断
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
判
断
し
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
仮
に
併
合
審
判
の
必
要
性
を
弾
力
的
に
解
し
た
と
し
て
も
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
被
告
の
応
訴
上
の
不
利
益
が
説
明
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
原
告
の
提
訴
の
便
宜
と
被
告
の
管
轄
の
利
益
の
調
整
は
、
な
お
民
訴
法
七
条
の
解
釈
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
土
地
管
轄
に
お
け
る
普
通
裁
判
籍
の
規
定
が
被
告
の
利
益
を
重
視
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
事
者
間
の
公
平

の
要
請
か
ら
、
相
当
な
準
備
を
し
て
訴
え
を
起
こ
す
原
告
と
不
意
を
打
た
れ
る
被
告
と
の
間
の
立
場
の
差
異
を
緩
和
し
、
同
時
に
、
被

告
が
地
理
的
な
理
由
に
よ
っ
て
出
頭
困
難
に
な
っ
て
自
ら
の
請
求
に
対
す
る
防
御
の
機
会
が
実
質
的
に
侵
害
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る）

28
（

。

併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
合
理
的
な
制
限
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
も
、
原
告
の
選
択
に
よ
っ
て
被
告
の
管
轄
の

利
益
が
不
当
に
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
併
合
審
判
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
認
め
る
と
、
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共
同
訴
訟
に
よ
っ
て
生
じ
る
判
断
の
抵
触
の
回
避
や
訴
訟
コ
ス
ト
の
削
減
と
い
っ
た
手
続
上
の
利
点
が
生
じ
る
。
こ
の
利
点
は
、
被
告

に
と
っ
て
管
轄
の
利
益
の
制
限
に
代
わ
る
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
原
告
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
。
両
者
に

と
っ
て
手
続
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
増
え
た
だ
け
で
、
訴
え
提
起
お
よ
び
共
同
訴
訟
に
よ
る
こ
と
の
選
択
権
を
も
つ
原
告
と
、
管
轄
の
利
益

を
制
限
さ
れ
る
被
告
と
の
間
の
立
場
の
差
異
は
埋
ま
ら
な
い
ま
ま
残
る
。
原
告
被
告
間
の
公
平
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
な
お
被
告
が

地
理
的
な
理
由
で
防
御
の
機
会
が
不
当
に
奪
わ
れ
な
い
か
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

29
（

。

　

民
訴
法
七
条
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
民
訴
法
三
八
条
前
段
・
後
段
の
区
別
以
外
の
要
素
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
管
轄
規
定
と

し
て
の
明
確
性
を
欠
く
と
の
批
判
は
考
え
ら
れ
る
。
改
正
過
程
に
お
い
て
も
、
規
定
上
の
要
件
の
明
確
性
を
優
先
し
て
、
民
訴
法
七
条

但
書
が
創
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
判
断
に
際
し
て
前
述
の
よ
う
な
諸
要
素
を
考
慮
し
な
い
な
ら
と
も
か
く
、
そ

れ
を
民
訴
法
三
八
条
前
段
の
解
釈
に
お
い
て
勘
案
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
質
的
な
基
準
の
不
明
瞭
さ
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
民
訴
法

三
八
条
で
は
併
合
審
判
の
必
要
性
を
判
断
す
る
際
に
直
接
必
要
な
要
素
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
要
素
は
民
訴
法
七
条
に

お
い
て
考
慮
し
た
方
が
、
解
釈
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈡　

共
同
原
告
の
場
合
の
民
訴
法
七
条
の
適
用
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
が
剥
奪
さ
れ
ず
、
判
断
の
抵
触
の
回
避
、
訴
訟
経
済
へ
の
寄
与
と
い
っ
た
諸
要
請
を
み
た
す
場
合

に
は
、
請
求
相
互
間
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
っ
て
も
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

原
告
と
被
告
が
同
一
で
あ
る
訴
え
の
客
観
的
併
合
に
お
い
て
は
、
請
求
相
互
間
の
関
連
性
に
か
か
わ
り
な
く
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
被
告
の
防
御
の
た
め
の
訴
訟
追
行
の
困
難
が
き
わ
め
て
低
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
す
で
に
同
一
当
事
者
間
で
一
つ
の
請
求
に
つ
い
て
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
別
の
請
求
が
併
合
さ
れ
た

と
し
て
も
、
被
告
は
当
初
の
請
求
に
応
訴
す
る
つ
い
で
に
別
の
請
求
に
つ
い
て
も
応
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
そ
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の
ま
ま
訴
え
の
主
観
的
併
合
に
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
る
。
複
数
の
原
告
が
一
人
の
被
告
に
対
し
て
共
同
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
、

一
部
の
共
同
原
告
か
ら
の
請
求
に
つ
い
て
併
合
請
求
に
よ
る
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
被
告
に
は
地
理
的
理
由
に
よ
る
応
訴

の
困
難
は
生
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
み
ち
被
告
は
当
初
よ
り
管
轄
の
あ
る
他
の
訴
え
に
つ
い
て
は
受
訴
裁
判
所
に
お
い
て
応
訴
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
つ
い
で
に
併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
よ
り
管
轄
を
認
め
ら
れ
る
請
求
に
つ
い
て
も
応
訴
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
原
告
側
に
は
訴
訟
追
行
上
の
不
都
合
は
生
じ
な
い
の
か
と
い
う
指
摘
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
共
同

し
て
提
訴
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
は
原
告
側
で
あ
る
の
で
、仮
に
一
部
の
共
同
原
告
に
つ
い
て
地
理
的
な
困
難
が
生
じ
た
と
し
て
も
、

当
該
原
告
は
こ
れ
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
。

　

併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
つ
い
て
は
、
主
に
共
同
被
告
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
平
成
八
年
の
改
正
に
お
い
て
は
、

た
し
か
に
原
告
共
同
の
場
合
に
は
共
同
原
告
の
う
ち
一
部
の
者
と
の
関
係
で
必
ず
被
告
と
し
て
は
応
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
範
囲
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
訴
法
七
条
に
含
め
て
条
文
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た）

30
（

。
な
る
ほ
ど
、
原
告
間
で
請
求
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
審
理
も
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
あ
る）

31
（

。
し
か
し
、
共
同
訴
訟
と
し
て
認
め

ら
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
民
訴
法
三
八
条
の
主
観
的
要
件
を
具
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
請
求
相
互
間
の
関
連
性
が
ま
っ
た

く
存
在
し
な
い
よ
う
な
事
態
は
想
定
し
に
く
い
。
民
訴
法
三
八
条
の
要
件
は
職
権
調
査
事
項
で
は
な
く
、
被
告
が
異
議
を
述
べ
な
け
れ

ば
そ
の
瑕
疵
は
治
癒
さ
れ
る）

32
（

の
で
あ
る
か
ら
、
民
訴
法
三
八
条
は
請
求
相
互
間
の
関
連
性
が
な
い
よ
う
な
事
件
で
あ
っ
て
も
併
合
審
理

を
許
容
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
審
理
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
か
否
か
は
審
理
を
始
め
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
で

あ
り
、
訴
え
提
起
の
時
を
基
準
と
す
る
管
轄
の
存
否
の
判
断
に
、
提
訴
後
の
当
事
者
の
動
向
が
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
で
は
な
い）

33
（

。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
、
複
数
の
原
告
が
一
人
の
被
告
に
対
し
て
共
同
で
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
請
求
相
互

間
の
関
連
性
が
同
種
の
事
実
上
ま
た
は
法
律
上
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
民
訴
法
七
条
に
よ
り
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め

ら
れ
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）

34
（

。
こ
の
よ
う
な
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
一
定
の
地
域
に
存
在
す
る
同
種
の
紛
争
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に
つ
い
て
管
轄
を
集
中
さ
せ
、
単
一
の
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
審
判
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
製
造

業
者
が
同
時
期
に
製
造
し
た
同
種
の
製
品
の
欠
陥
に
よ
り
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
被
害
者
ら
が
共
同
で
損
害
賠
償
を
求
め
る
よ
う
な
場

合
や
、
同
一
会
社
と
同
種
の
条
件
で
契
約
を
締
結
し
た
顧
客
ら
が
契
約
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
よ
う
な
場
合
、
契
約
に
か

ん
し
て
不
当
利
得
の
返
還
を
求
め
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
共
同
訴
訟
の
手
続
上
の
利
点
を
活
か
し
た
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理
が
実
現
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

35
（

。

四　

お
わ
り
に

　

民
訴
法
七
条
は
、
訴
え
の
主
観
的
併
合
の
場
合
に
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
民
訴
法
三
八
条
前
段
に
定
め
る
場
合

に
限
る
と
し
て
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
か
か
る
議
論
を
収
束
し
よ
う
と
し
た
。
た
し
か
に
民
訴
法
七
条
の
要
件
と
し
て
は
明
確
な
も

の
に
な
っ
た
が
、
今
後
は
民
訴
法
三
八
条
前
段
・
後
段
の
区
別
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
適
用
基
準
の
解
釈
に

お
い
て
は
な
お
不
明
確
な
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
民
訴
法
七
条
の
適
用
範
囲
を
民
訴
法
三
八
条
前
段
・
後
段
の
区
別

の
み
に
よ
っ
て
規
律
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本

稿
で
は
、併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
被
告
の
応
訴
上
の
地
理
的
な
不
利
益
は
、民
訴
法
三
八
条
前
段
・

後
段
の
区
別
と
は
別
に
、
民
訴
法
七
条
の
解
釈
に
お
い
て
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
試
論
を
提
示
し
た
。
こ
の
考
え

方
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
共
同
原
告
と
単
独
被
告
と
の
間
の
共
同
訴
訟
で
は
民
訴
法
七
条
が
適
用
さ
れ
、
共
同
訴
訟
の
主
観
的
要
件

の
欠
缺
が
指
摘
さ
れ
な
い
限
り
、
共
同
訴
訟
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
関
連
す
る
複
数
の
請
求
を
一
つ
の
手
続
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
く
に
消
費
者
被
害
等
に
か
か
る
紛
争
の
処
理
が
一
定
程
度
は
促
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

民
訴
法
三
八
条
に
お
け
る
併
合
審
判
の
必
要
性
と
、
民
訴
法
七
条
に
お
け
る
被
告
の
応
訴
上
の
不
利
益
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
被
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告
の
応
訴
上
の
不
利
益
が
あ
れ
ば
、
訴
訟
の
目
的
た
る
権
利
義
務
が
共
通
の
場
合
や
同
一
の
事
実
上
ま
た
は
法
律
上
に
基
づ
く
場
合
に

も
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ま
で
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
に
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
わ
せ
て
、
今
後
も
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
１
）　

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
一
問
一
答
新
民
事
訴
訟
法
』（
商
事
法
務
、
一
九
九
六
年
）
三
五
頁
。

（
２
）　

併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
か
ん
す
る
論
点
と
し
て
は
管
轄
選
択
権
の
濫
用
と
呼
ば
れ
る
問
題
（
札
幌
高
決
昭
和
四
一
年
九
月
一
九
日
高
民
集
一
九
巻

五
号
四
二
八
頁
参
照
）
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
途
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
の
検
討
対
象
か
ら
は
外
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
３
）　

旧
民
訴
法
二
一
条
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
寺
田
治
郎
「
併
合
請
求
の
裁
判
籍
」
中
田
淳
一
＝
三
ヶ
月
章
編
『
民
事
訴
訟
法
演
習
Ⅰ
』
三
頁
（
有

斐
閣
、
一
九
六
三
年
）、
畔
上
英
治
「
関
連
管
轄
（
民
訴
二
一
条
）」
と
共
同
訴
訟
」
判
タ
一
五
一
号
六
二
頁
（
一
九
六
三
年
）、
霜
島
甲
一
「
訴
の

主
観
的
併
合
に
た
い
す
る
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
適
用
」
ジ
ュ
リ
三
〇
〇
号
二
四
二
頁
（
一
九
六
四
年
）、
新
堂
幸
司
＝
小
島
武
司
編
『
注
釈
民
事

訴
訟
法
（
１
）』
二
一
〇
頁
〔
上
北
武
男
〕（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
４
）　

松
岡
義
正
『
新
民
事
訴
訟
法
註
釋
第
二
巻
』
二
五
四
頁
（
清
水
書
店
、
一
九
三
〇
年
）、
加
藤
正
治
『
新
訂
民
事
訴
訟
法
要
論
』
八
四
頁
（
有
斐

閣
、
一
九
四
六
年
）、
畔
上
・
前
掲
注（
３
）、
新
堂
＝
小
島
・
前
掲
注（
３
）二
一
五
頁
〔
上
北
武
男
〕
な
ど
。

（
５
）　

井
上
直
三
郎
「
民
訴
二
一
条
と
共
同
訴
訟
」
法
叢
二
四
巻
二
号
二
七
二
頁
（
一
九
三
〇
年
）、
山
田
正
三
「
改
正
民
事
訴
訟
法
の
認
む
る
管
轄
と

訴
訟
の
移
送
（
一
）（
二
・
完
）」
法
叢
一
六
巻
二
号
二
三
六
頁
、
四
号
四
九
二
頁
（
一
九
一
六
年
）、
細
野
長
良
『
民
事
訴
訟
法
要
義
第
一
巻
』
二

六
四
頁
（
厳
松
堂
、
一
九
三
〇
年
）、
山
木
戸
克
己
『
民
事
訴
訟
法
講
義
』
六
二
頁
（
三
和
書
房
、
一
九
五
四
年
）、
兼
子
一
『
新
修
民
事
訴
訟
法
体

系
〔
増
訂
版
〕』
八
五
頁
（
酒
井
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
小
山
昇
『
民
事
訴
訟
法
〔
五
訂
版
〕』
五
八
頁
（
青
林
書
院
、
一
九
八
九
年
）、
伊
東
乾
「
判

批
」
民
事
訴
訟
判
例
百
選
一
〇
頁
（
一
九
六
五
年
）
な
ど
。

（
６
）　

三
ヶ
月
章
『
民
事
訴
訟
法
』
二
五
二
頁
（
有
斐
閣
、
法
律
学
全
集
、
一
九
五
九
年
）、
寺
田
・
前
掲
注（
３
）一
二
頁
、
兼
子
一
＝
松
浦
馨
＝
新
堂

幸
司
＝
竹
下
守
夫
『
条
解
民
事
訴
訟
法
』
五
九
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
八
六
年
）、
斉
藤
秀
夫
＝
小
室
直
人
＝
西
村
宏
一
＝
林
屋
礼
二
編
『
注
解
民
事

訴
訟
法
（
１
）〔
第
二
版
〕』
三
〇
八
頁
〔
小
室
直
人
＝
松
山
恒
昭
〕（
第
一
法
規
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
７
）　

前
段
に
該
当
す
る
と
す
る
の
は
、
兼
子
ほ
か
・
前
掲
注（
６
）一
五
三
頁
、
斉
藤
秀
夫
＝
小
室
直
人
＝
西
村
宏
一
＝
林
屋
礼
二
編
『
注
解
民
事
訴
訟

法
（
２
）〔
第
二
版
〕』
一
二
八
頁
〔
小
室
直
人
＝
東
孝
行
〕（
第
一
法
規
、
一
九
九
一
年
）、
上
田
徹
一
郎
＝
井
上
治
典
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法
（
２
）』

二
九
頁
〔
山
本
弘
〕（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）、
最
判
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
五
日
民
集
六
巻
一
二
号
一
二
五
五
頁
。
後
段
に
あ
た
る
と
す
る
の
は

小
山
・
前
掲
注（
５
）四
八
四
頁
。
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（
８
）　

前
段
と
す
る
の
は
斉
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
７
）、
上
田
＝
井
上
・
前
掲
注（
７
）、
東
京
高
決
昭
和
四
一
年
二
月
一
日
下
民
集
一
七
巻
一
・
二
号
五
九

頁
、
福
岡
地
決
昭
和
五
七
年
一
〇
月
一
五
日
判
タ
四
八
五
号
一
二
四
頁
。
後
段
と
す
る
の
は
菊
井
維
大
＝
村
松
俊
夫
『
全
訂
民
事
訴
訟
法
〔
全
訂
版

追
補
版
〕
Ⅰ
』（
一
九
八
四
年
、
日
本
評
論
社
）
三
一
四
頁
、
小
山
・
前
掲
注（
５
）四
八
四
頁
、
大
判
明
治
三
五
年
六
月
二
四
日
民
録
八
輯
六
巻
一

三
三
頁
、
大
判
明
治
三
九
年
五
月
三
日
民
録
一
二
輯
六
七
九
頁
。

（
９
）　

宮
脇
幸
彦
「
併
合
請
求
の
裁
判
籍
」
民
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
新
版
〕
七
五
頁
（
一
九
八
八
年
）。

（
10
）　

井
上
治
典
「
併
合
請
求
の
裁
判
籍
」
小
山
昇
＝
中
野
貞
一
郎
＝
松
浦
馨
＝
竹
下
守
夫
編
『
演
習
民
事
訴
訟
法
（
上
）』
一
一
四
頁
（
青
林
書
院
新

社
、
一
九
七
三
年
）、
小
山
昇
「
共
同
訴
訟
と
民
訴
法
二
一
条
」
判
タ
四
五
一
号
三
七
頁
（
一
九
八
一
年
）、
宮
脇
・
前
掲
注（
９
）。

（
11
）　

上
田
徹
一
郎
『
民
事
訴
訟
法
』
五
三
頁
（
法
学
書
院
、
一
九
八
八
年
）。

（
12
）　

大
判
明
治
三
七
年
五
月
二
五
日
民
録
一
〇
輯
七
二
六
頁
、
大
判
明
治
四
一
年
九
月
二
五
日
民
録
一
四
輯
九
一
六
頁
、
大
判
明
治
四
四
年
一
〇
月
七

日
民
録
一
七
輯
五
三
〇
頁
。

　
　
　

そ
の
理
由
と
し
て
、
共
同
訴
訟
の
要
件
と
し
て
各
被
告
の
共
通
の
管
轄
裁
判
所
の
存
在
は
条
文
（
大
正
一
五
年
改
正
前
の
法
四
八
条
、
旧
民
訴
法

五
九
条
、
民
訴
法
三
八
条
）
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
条
文
の
要
件
を
充
足
し
て
い
れ
ば
共
同
訴
訟
と
し
て
適
法
で
あ
り
、
受
訴
裁
判
所
は
そ

の
管
轄
区
域
内
に
普
通
裁
判
籍
を
有
し
な
い
共
同
被
告
に
つ
い
て
も
管
轄
権
を
有
し
、
そ
れ
は
管
轄
区
域
内
に
普
通
裁
判
籍
を
有
す
る
共
同
被
告
に

対
す
る
請
求
の
当
否
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
判
明
治
四
一
年
九
月
二
五
日
で
は
、
共
同
訴
訟
が
認

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
事
実
主
張
・
証
拠
提
出
の
繰
り
返
し
を
回
避
す
る
な
ど
訴
訟
手
続
を
簡
略
化
し
日
時
・
費
用
を
節
約
す
る
だ
け
で
な
く
判
断

の
抵
触
を
避
け
る
と
い
っ
た
利
益
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
原
告
の
便
宜
だ
け
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

大
連
判
大
正
一
二
年
七
月
一
四
日
民
集
二
巻
五
〇
六
頁

　
　
　

し
か
し
同
時
期
に
進
行
し
て
い
た
民
訴
法
の
改
正
作
業
で
は
、
こ
の
大
正
一
二
年
の
判
例
変
更
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
以
前
の
判

例
お
よ
び
積
極
説
を
成
文
化
す
る
か
た
ち
で
旧
民
訴
法
二
一
条
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
の
混
乱
が
生
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
新
堂
幸
司
＝
太

田
勝
造
「
判
批
」
民
事
訴
訟
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕
二
五
頁
（
一
九
八
二
年
）、
松
村
和
德
「
併
合
請
求
に
お
け
る
管
轄
」
三
宅
省
三
＝
塩
崎
勤
＝

小
林
秀
之
編
『
新
民
事
訴
訟
法
体
系
第
一
巻
』
一
一
五
頁
（
青
林
書
院
、
一
九
九
七
年
）。

　
　
　

な
お
、
共
同
訴
訟
論
の
進
展
過
程
か
ら
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
解
釈
の
推
移
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
、
齋
藤
哲
「
共
同
訴
訟
論
か
ら
み
た
関
連
裁

判
籍
」
私
法
学
研
究
一
三
号
九
一
頁
（
一
九
九
八
年
）。

（
14
）　

大
判
昭
和
六
年
九
月
二
五
日
民
集
一
〇
巻
八
三
九
頁
（
主
債
務
者
と
連
帯
保
証
人
を
共
同
被
告
と
す
る
事
例
）、
大
判
昭
和
六
年
九
月
一
七
日
民

集
一
〇
巻
八
八
三
頁
（
同
一
手
形
の
引
受
人
と
裏
書
人
を
共
同
被
告
と
す
る
事
例
）

　
　
　

な
お
前
者
の
評
釈
と
し
て
、
山
田
正
三
「
判
批
」
法
叢
二
六
巻
六
号
九
八
三
頁
（
一
九
三
一
年
）、
兼
子
一
「
判
批
」
法
協
五
〇
巻
一
一
号
二
一
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八
四
頁
（
一
九
三
一
年
）、
伊
東
・
前
掲
注（
５
）。

（
15
）　

東
京
控
決
昭
和
六
年
八
月
一
二
新
聞
三
三
二
五
号
四
頁
。

（
16
）　

大
決
昭
和
九
年
八
月
二
二
新
聞
三
七
四
六
号
一
一
頁
。

（
17
）　

東
京
高
決
昭
和
二
八
年
六
月
一
九
日
東
高
時
報
四
巻
一
号
三
六
頁
、
東
京
高
決
昭
和
三
三
年
一
二
月
二
二
日
判
時
一
七
六
号
二
〇
頁
、
名
古
屋
高

決
昭
和
三
七
年
一
月
一
九
日
高
民
集
一
五
巻
一
号
一
頁
（
本
件
の
評
釈
と
し
て
畔
上
・
前
掲
注（
３
））、
東
京
高
決
昭
和
四
一
年
二
月
一
日
下
民
集

一
七
巻
一･

二
号
五
九
頁
、
大
阪
地
決
昭
和
四
一
年
九
月
二
一
日
判
タ
一
九
六
号
一
三
四
頁
、
大
阪
地
決
昭
和
五
五
年
七
月
一
五
日
判
タ
四
二
一
号

一
二
一
頁
、
大
阪
高
決
昭
和
五
六
年
九
月
二
一
日
判
タ
四
六
五
号
一
〇
九
頁
、
福
岡
高
決
昭
和
五
七
年
一
〇
月
一
五
日
判
タ
四
八
五
号
一
二
四
頁
、

大
阪
高
決
昭
和
六
一
年
七
月
一
七
日
判
タ
六
二
三
号
二
〇
一
頁
な
ど
。

（
18
）　

本
件
の
評
釈
と
し
て
、
大
原
栄
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
四
一
二
号
一
一
三
頁
（
一
九
六
八
年
）、
野
村
秀
敏
「
判
批
」
民
訴
法
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕

二
二
頁
（
一
九
八
二
年
）、
三
上
威
彦
「
判
批
」
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
Ⅰ
〔
新
法
対
応
補
正
版
〕
五
八
頁
（
一
九
九
八
年
）。

（
19
）　

Ｙ１
・
Ｙ２
が
、
両
人
が
共
有
す
る
不
動
産
に
つ
き
、
Ｘ
と
の
間
で
代
物
弁
済
予
約
の
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
後
Ｙ３
と
の
間
で
根
抵
当
権
設
定
契
約
を

締
結
し
て
登
記
を
経
由
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
が
、
Ｙ１
・
Ｙ２
に
対
し
て
代
物
弁
済
予
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
を
求
め
、
Ｙ３

に
対
し
て
は
通
謀
虚
偽
表
示
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
て
根
抵
当
権
登
記
の
抹
消
を
求
め
て
共
同
訴
訟
を
提
起
し
た
事
例
。
裁
判
所
は
、
Ｙ１
に
対
す
る

請
求
と
Ｙ２
に
対
す
る
請
求
の
間
の
実
質
的
関
連
性
、
Ｙ１
・
Ｙ２
に
対
す
る
請
求
と
Ｙ３
に
対
す
る
請
求
の
間
の
実
質
的
関
連
性
を
認
め
た
。

（
20
）　

本
件
の
評
釈
と
し
て
、
高
見
進
「
判
批
」
判
時
一
〇
三
七
号
〔
判
評
二
八
〇
号
〕
一
八
七
頁
（
一
九
八
二
年
）。

（
21
）　

本
件
で
は
、
訴
え
提
起
後
、
本
件
決
定
の
前
に
、
一
人
を
除
く
他
の
共
同
被
告
に
対
す
る
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
見
・
前

掲
注（
20
）一
九
二
頁
は
、
管
轄
選
択
権
が
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
類
型
に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め
の
基
準
を
模
索
し
た
も

の
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

（
22
）　

本
件
に
お
い
て
、
金
沢
地
裁
輪
島
支
部
の
管
轄
区
域
内
に
普
通
裁
判
籍
を
有
す
る
の
は
共
同
被
告
と
さ
れ
た
者
の
う
ち
一
名
の
み
で
、
他
の
共
同

被
告
は
大
阪
周
辺
に
居
住
し
て
お
り
、係
争
物
た
る
土
地
も
大
阪
に
あ
っ
た
。そ
し
て
、裁
判
籍
を
有
す
る
一
名
の
共
同
被
告
は
所
有
権
関
係
を
争
っ

た
こ
と
が
な
い
と
し
て
訴
え
却
下
判
決
を
求
め
お
り
、
証
人
の
多
く
が
大
阪
周
辺
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
記
一
名
を
除
く
共
同
被
告
に
対

す
る
請
求
を
分
離
し
、
旧
民
訴
法
三
一
条
に
よ
り
大
阪
地
裁
へ
移
送
し
て
い
る
。

（
23
）　

立
法
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
松
村
・
前
掲
注（
13
）一
一
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
24
）　

竹
下
守
夫
＝
青
山
善
充
＝
伊
藤
眞
編
『
研
究
会
新
民
事
訴
訟
法
』
三
一
頁
〔
伊
藤
眞
発
言
〕（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
25
）　

改
正
作
業
に
お
い
て
は
、
旧
民
訴
法
五
九
条
後
段
を
削
除
す
る
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
反
対
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
訴

え
提
起
に
お
け
る
原
告
の
便
宜
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
制
限
す
れ
ば
被
告
に
不
利
益
は
生
じ
な
い
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て
弁
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論
の
分
離
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
柳
田
幸
三
＝
始
関
正
光
＝
小
川
秀
樹
「『
民
事
手
続
に
関
す
る
検
討
事
項
』
に
対
す
る

各
界
意
見
の
概
要
（
２
）」N

BL

五
一
三
号
三
四
頁
（
一
九
九
三
年
）。

（
26
）　

秋
山
幹
男
＝
伊
藤
眞
＝
加
藤
新
太
郎
＝
高
田
裕
成
＝
福
田
剛
久
＝
山
本
和
彦
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅰ
〔
第
二
版
〕』（
日
本
評
論
社
、

二
〇
〇
六
年
）
一
五
一
頁
。

（
27
）　

竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
24
）三
〇
頁
〔
松
浦
馨
発
言
〕、
三
一
頁
〔
柳
田
幸
三
発
言
、
伊
藤
眞
発
言
〕。

（
28
）　

兼
子
・
前
掲
注（
５
）八
一
頁
、
三
ヶ
月
・
前
掲
注（
６
）二
五
一
頁
、
伊
藤
眞
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
四
版
〕』（
二
〇
一
一
年
、
有
斐
閣
）
七
〇
頁
、

笠
井
正
俊
＝
越
山
和
宏
『
新
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
一
三
年
、
日
本
評
論
社
）
六
七
頁
、
秋
山
ほ
か
・
前
掲
注（
26
）

九
九
頁
。

（
29
）　

小
山
・
前
掲
注（
10
）四
二
頁
は
、
当
事
者
の
管
轄
の
利
益
に
優
先
し
う
る
の
は
当
事
者
の
関
心
事
の
比
重
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
関
心
事
の
比
重

が
当
事
者
の
管
轄
の
利
益
に
優
先
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
当
事
者
の
利
益
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
請
求
相
互
間
の
牽

連
関
係
が
併
合
請
求
の
裁
判
籍
の
基
準
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
30
）　

竹
下
ほ
か
・
前
掲
注（
24
）三
二
頁
〔
柳
田
幸
三
発
言
〕。

（
31
）　

高
見
・
前
掲
注（
20
）一
八
九
頁
注
一
五
（
一
九
八
二
年
）、
松
村
・
前
掲
注（
13
）一
三
二
頁
。

（
32
）　

大
判
大
正
六
年
一
二
月
二
五
日
民
録
二
三
輯
二
二
二
〇
頁

（
33
）　

大
阪
地
判
昭
和
三
〇
年
一
二
月
二
七
日
下
民
集
六
巻
一
二
号
二
七
七
九
頁
（
共
同
被
告
の
一
人
に
つ
い
て
の
み
土
地
管
轄
が
あ
る
裁
判
所
に
訴
え

を
提
起
し
た
後
に
、
当
該
被
告
に
対
す
る
訴
え
を
取
り
下
げ
た
事
例
）。
前
掲
金
沢
地
輪
島
支
決
昭
和
四
七
年
二
月
一
四
日
に
お
い
て
も
、
土
地
管

轄
を
有
す
る
一
人
の
被
告
に
対
す
る
訴
え
は
確
認
の
利
益
を
欠
き
不
適
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
受
訴
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
他
の

被
告
に
対
す
る
訴
え
も
管
轄
の
根
拠
を
欠
く
旨
が
主
張
さ
れ
た
が
、
確
認
の
利
益
の
存
否
に
先
立
っ
て
管
轄
権
の
存
否
は
調
査
さ
れ
る
の
で
、
管
轄

の
利
益
欠
缺
に
よ
る
訴
え
の
不
適
法
を
管
轄
権
不
存
在
の
理
由
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

（
34
）　

原
告
側
の
共
同
訴
訟
に
つ
い
て
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
も
の
と
し
て
、
霜
島
・
前
掲
注（
３
）二
四
三
頁
。

　
　
　

共
同
被
告
の
場
合
で
も
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
よ
っ
て
の
み
管
轄
を
認
め
ら
れ
る
被
告
が
民
訴
法
三
八
条
の
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
異
議
を
述

べ
ず
、
か
つ
受
訴
裁
判
所
に
お
い
て
訴
訟
追
行
す
る
こ
と
に
著
し
い
困
難
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
請
求
相
互
間
の
関
連
性
が
希
薄
で

あ
っ
て
も
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
考
え
ら
え
る
。
具
体
的
に
は
、
交
通
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
当
事
者
の
居
住
地
を
管
轄

す
る
裁
判
所
よ
り
も
、
隣
接
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
裁
判
所
の
方
が
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
と
い
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
が
、
今
後
、
電
話
会
議
シ

ス
テ
ム
や
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
隔
地
者
間
の
通
信
シ
ス
テ
ム
が
発
展
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
遠
隔
地
で
の
訴
訟
追
行
に
お
け
る
困

難
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
被
告
ら
が
居
住
す
る
地
域
で
交
渉
が
行
わ
れ
、
被
告
ら
の
普
通
裁
判
籍
を
管
轄
す
る
裁
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判
所
に
共
同
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
前
に
一
部
の
被
告
が
居
住
地
を
変
更
し
て
お
り
、
し
か
し
そ
の
目
的
が
も
っ
ぱ
ら
共
同
訴
訟
を
避
け

る
た
め
で
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
併
合
請
求
の
裁
判
籍
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
被
告
の
管
轄
の
利
益
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
35
）　

併
合
請
求
の
裁
判
籍
に
よ
る
管
轄
の
集
中
に
つ
い
て
は
、
原
竹
裕
「
管
轄
の
集
中
と
関
連
裁
判
籍
」
民
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕
四
四
頁
（
一

九
九
八
年
）
参
照
。
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